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第
三
節　

海
賊
対
応
―
承
和
九
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の
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を
中
心
に
ー

第
四
章　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
宰
府
の
外
交
上
の
特
異
性

第
一
節　

漂
流
民

第
二
節　

漂
流
民
と
朝
廷

第
三
節　

大
宰
府
と
朝
廷

お
わ
り
に（
今
後
の
展
望
）

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
の
大
宰
府
に
関
す
る
研
究
は
朝
廷
側
の
視
点
か
ら
述
べ
ら
れ
た
も
の

が
多
く
、
大
宰
府
側
の
視
点
に
立
っ
た
研
究
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
大
宰
府
は
外

国
使
節
団
の
対
応
な
ど
朝
廷
の
出
先
機
関
と
し
て
の
役
割
を
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
時
海
外
に
関
す
る
情
報
は
大
宰
府
が
持
っ
て
お
り
、
九
世
紀
以
降

は
そ
の
役
割
が
大
き
く
拡
大
し
た
。
本
稿
で
は
地
域
史
や
東
ア
ジ
ア
史
を
交
え
な
が

ら
、
そ
の
過
程
を
論
じ
る
こ
と
で
、
大
宰
府
の
役
割
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
大
宰
府
と
漂
流
民
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
扱
う
。
漂
流
民
の
対
応
は
大
宰

府
が
担
当
し
て
い
た
か
ら
だ
。
大
宰
府
は
西
海
道
の
統
治
権
及
び
軍
事
権
、
外
交
権

を
有
し
て
い
た
。
大
宰
府
の
外
交
的
役
割
は
蕃
客
、
帰
化
、
饗
応
の
三
つ
が
あ
っ
た
。

蕃
客
と
饗
応
は
外
国
使
節
団
、
帰
化
は
漂
流
民
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

蕃
客
・
饗
応
と
帰
化
で
は
性
格
が
異
な
る
。
本
稿
で
は
前
者
が
朝
廷
に
由
来
す
る
も

の
、
後
者
が
大
宰
府
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
る
。
九
世
紀
は
国
家
間
の
交
流
か
ら

民
間
商
人
が
台
頭
す
る
過
渡
期
で
あ
る
。
遣
唐
使
の
廃
止
に
伴
っ
て
、
大
宰
府
に
お

い
て
蕃
客
と
饗
応
の
機
能
は
衰
退
し
た
。
し
か
し
、
対
外
関
係
に
関
し
て
、
漂
流
民

の
対
応
は
継
続
し
た
。
漂
流
民
の
性
格
や
、
そ
れ
に
伴
う
受
け
入
れ
体
制
の
変
化
を

考
察
す
る
こ
と
で
朝
廷
と
大
宰
府
の
構
図
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
四
章
に
分
け
て
論
じ
て
い
く
。
第
一
章
で
は
大
ま
か
な
東
ア
ジ
ア
史
の

流
れ
を
概
観
す
る
。
第
二
章
で
は
漂
流
民
の
形
態
、
第
三
章
で
は
漂
流
民
が
制
度
的

に
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
第
四
章
で
は
漂
流
民
は
大
宰
府
や
朝
廷
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
お
わ
り
に
で
は
本
研
究
を

通
じ
て
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
漂
流
民
を
素
材
に
対
外
交
渉
史
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
た
く
さ
ん

あ
っ
た
が
、
大
宰
府
と
直
接
結
び
つ
け
た
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
本
稿
で
は

山
内
晋
次
氏
、
村
上
四
郎
氏
、
渡
邊
誠
氏
、
森
克
己
氏
の
先
行
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、

八世紀後半から九世紀後半を中心とする新羅の漂流民と大宰府
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大
宰
府
関
連
の
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
、
大
宰
府
の
変
容
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
て

い
き
た
い
。

山
内
晋
次（
一
）氏
は
朝
廷
側
の
視
点
か
ら
漂
流
民
の
対
応
に
関
し
て
論
じ
た
。
そ
し

て
、
新
羅
人
の
漂
流
民
の
変
化
を
三
期
に
分
類
し
た
。
第
一
期
は
七
世
紀
後
半
か
ら

七
七
四
年
ま
で
で
あ
り
、
日
本
に
来
日
し
た
使
節
団
に
付
し
て
送
還
す
る
。
第
二
期

は
七
七
四

－

八
四
二
年
ま
で
で
あ
り
、「
帰
化
」と「
流
来
」の
処
置
を
明
確
化
し
、「
流

来
」
者
の
送
還
を
義
務
化
し
た
。
第
三
期
は
八
四
二
年

－

十
世
紀
前
半
ま
で
で
、
新

羅
人
の
日
本
へ
の
帰
化
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
山
内
晋
次
氏
は
漂

流
民
の
初
見
を
六
七
四
年
に
み
て
い
る
。
し
か
し
、
大
宰
府
の
例
で
は
あ
る
が
、
史

料
八
の
六
〇
九（
推
古
天
皇
十
七
）年
の
条
に
も
漂
流
民
の
記
事
が
確
認
で
き
る（
二
）。

大
宰
府
で
は
早
い
段
階
か
ら
漂
流
民
に
対
す
る
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
改
め
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

村
上
史
郎
氏（
三
）は
藤
原
衛
と
海
賊
対
策
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
九
世
紀
後
半

以
降
、
漂
流
民
に
対
す
る
認
識
に
お
い
て
、
朝
廷
と
大
宰
府
官
人
の
間
で
ズ
レ
が
生

じ
て
き
た
と
論
じ
て
い
る
。
対
外
認
識
に
差
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
認
識

の
差
は
あ
る
も
の
の
、
朝
廷
と
大
宰
府
が
対
立
す
る
構
図
で
は
な
く
、
相
互
補
完
的

な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
筆
者
は
村
上
氏
の
述
べ
る
海
賊
は
漂
流

民
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

渡
邊
誠
氏（
四
）は
貿
易
管
理
体
制
面
に
関
し
て
、
大
宰
府
が
朝
廷
の
命
令
に
基
づ

き
な
が
ら
も
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
大
宰
府
が
東
ア
ジ
ア

情
勢
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
、
唐
や
新
羅
と
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
対
外
交
渉
に

巧
み
に
組
み
込
ん
で
い
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
が
漂
流
民
と
の
関

わ
り
あ
い
の
中
で
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

森
克
己
氏（
五
）の
日
宋
貿
易
の
貿
易
体
制
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
森
氏

は
天
長
八（
八
三
一
）年
、
承
和
八（
八
四
一
）年
、
承
和
九（
八
四
二
）年
の
訓
令
を

比
較
し
て
、
短
期
間
で
民
間
の
交
易
の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
本
稿
で
は
漂
着
民
の
商
人
的
側
面
に
注
目
し
て
、
漂
流
民
の

性
格
と
民
間
貿
易
の
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
森
氏
は
平

安
京
貿
易
と
大
宰
府
貿
易
を
比
較
し
て
平
安
京
は
外
国
使
節
団
、
大
宰
府
貿
易
は
一

般
の
外
国
商
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、
双
方
は
互
い
に
干
渉
を
受
け
る
こ
と
な
く
発

展
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
私
は
森
氏
の
論
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
平
安
京

と
大
宰
府
の
役
割
の
変
化
に
つ
い
て
漂
流
民
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
き
た
い
。

第
一
章　

七
世
紀
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
動
向
―
半
島
情
勢
を
中
心
に

第
一
節　

三
国
時
代（
七
世
紀
以
前
～
八
世
紀
半
ば
ま
で
）

中
国
大
陸
で
は
長
い
間
、
南
北
朝
時
代
が
続
い
て
い
た
が
、
五
八
九
年
に
隋
、

六
一
八
年
に
唐
が
大
陸
を
統
一
し
た
。
高
句
麗
、百
済
、新
羅
な
ど
朝
鮮
半
島
の
国
々

は
相
次
い
で
朝
貢
し
た
。
半
島
の
三
国
で
は
新
た
な
秩
序
を
巡
り
、
互
い
に
半
世
紀

以
上
に
わ
た
っ
て
戦
争
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
羅
は
唐
と
組
ん
で
六
六
〇
年
に
百

済
、
六
六
八
年
に
高
句
麗
を
滅
ぼ
し
、
統
一
戦
争
に
終
止
符
を
う
っ
た
。
日
本
で
は
、

百
済
滅
亡
後
に
中
大
兄
皇
子
が
百
済
復
興
軍
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
、白
村
江
で
唐
・

新
羅
連
合
軍
に
大
敗
し
た
。
敗
戦
後
、
朝
廷
は
唐
・
新
羅
連
合
軍
の
襲
来
を
警
戒
し

て
大
宰
府
周
辺
に
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
を
築
き
、
瀬
戸
内
海
周
辺
に
も
朝
鮮
式

山
城
を
造
っ
た
。
日
本
に
帰
化
し
た
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の
人
々
は
こ
れ
ら
の
築

城
に
協
力
し
た
。

第
二
節　

統
一
新
羅
①（
七
世
紀
半
ば
～
八
世
紀
半
ば
ま
で
）

八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
新
羅
の
政
治
体
制
は
大
き
く
揺
ら
い

だ
。
中
央
政
界
か
ら
排
除
さ
れ
た
没
落
貴
族
が
続
々
と
地
方
に
下
り
、
大
規
模
に
土

地
を
所
有
し
て
有
力
な
地
方
豪
族
に
成
長
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
に
土
地
を
奪
わ

懸賞論文（卒業論文）

二



れ
た
農
民
が
多
数
発
生
す
る
と
と
も
に
租
税
徴
収
の
対
象
者
が
減
少
し
、
中
央
政
府

の
財
政
が
破
た
ん
す
る
に
至
っ
た
。
土
地
を
失
っ
た
農
民
は
放
浪
せ
ざ
る
を
得
ず
、

そ
れ
が
再
び
国
家
財
政
の
縮
小
を
も
た
ら
す
悪
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
、
つ
い
に
朝
鮮

半
島
各
地
で
農
民
蜂
起
が
発
生
し
た
。
農
民
た
ち
は
中
央
政
府
と
地
方
豪
族
か
ら
二

重
徴
税
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
農
民
は
海
賊
と
組
ん
で
徒
党
を
組
み
、
中
央

政
府
や
大
寺
院（
地
方
の
有
力
勢
力
）を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。
豪
族
た
ち
は
農
民
を
従

え
て
、
独
自
の
組
織
を
作
っ
て
い
っ
た
。
一
方
で
中
央
政
府
の
支
配
領
域
は
朝
鮮
半

島
東
南
部（
慶
州
一
帯
）に
と
ど
ま
っ
た
。
農
民
た
ち
は
国
家
の
保
護
の
対
象
で
は
な

く
、
豪
族
や
貴
族
の
争
い
の
消
耗
品
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
新

羅
政
府
は
有
名
無
実
化
し
た
。

山
内
晋
次
氏（
六
）は
「
七
世
紀
半
ば
ま
で
、
日
本
は
高
句
麗
、
百
済
と
親
密
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
通
じ
て
様
々
な
大
陸
の
文
化
を
摂
取
し
て
い
た
が
、
八
世
紀
に
は
、
こ
れ

ら
の
国
は
す
で
に
滅
亡
し
て
い
た
た
め
、
新
羅
が
律
令
を
含
む
大
陸
文
化
の
唯
一
の

摂
取
源
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
七
世
紀
末
に
中
国
東
北
部
に
、
渤

海
が
建
国
さ
れ
る
と
、日
本
は
渤
海
に
情
報
を
求
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
金
貞
姫
氏（
七
）

が
の
べ
る
よ
う
に
、
八
世
紀
中
ご
ろ
は
唐
も
新
羅
も
内
乱
状
態
に
あ
り
、
渤
海
以
外

の
国
か
ら
情
報
の
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
安
史
の
乱
の
情

報
も
渤
海
使
か
ら
平
安
京
を
経
て
大
宰
府
へ
伝
え
ら
れ
た
。

渤
海
が
唐
や
日
本
と
の
間
で
行
っ
た
使
節
の
交
換
は
政
治
的
意
図
も
あ
っ
た
が
、

経
済
的
意
図
の
方
が
強
か
っ
た
。
渤
海
の
政
治
的
・
経
済
的
な
中
心
地
は
気
候
条
件

が
あ
ま
り
良
い
と
は
言
え
な
い
東
北
地
方
に
偏
っ
て
い
た
た
め
、
支
配
層
の
肥
大
化

す
る
贅
沢
欲
を
満
た
す
ほ
ど
の
物
産
が
な
か
っ
た
。
交
易
は
お
も
に
使
節
団
が
往
来

す
る
と
き
に
行
わ
れ
る
礼
物
の
交
換
や
、
そ
の
機
会
を
通
じ
て
相
手
国
の
商
人
と
直

接
取
引
を
す
る
と
い
う
方
針
で
進
め
ら
れ
た
。
渤
海
は
唐
、
新
羅
や
日
本
な
ど
唐
か

ら
承
認
を
受
け
て
い
る
国
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
国
際
的
地
位
を
高
め
る
狙
い
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
羅
が
日
本
に
対
す
る
朝
貢
を
拒
ん
だ
の
に
対
し
て
、
渤

海
は
交
易
を
優
先
し
、
日
本
に
対
す
る
朝
貢
も
受
け
入
れ
た
。

第
三
節　

統
一
新
羅
②（
八
世
紀
半
ば
～
九
世
紀
後
半
）

朝
鮮
半
島
で
は
、
八
～
九
世
紀
に
か
け
て
貿
易
が
活
発
に
な
り
、
経
済
力
を
背
景

と
し
た
地
方
豪
族
が
台
頭
し
た
。
一
部
は
新
羅
の
朝
廷
へ
影
響
力
を
及
ぼ
す
も
の
ま

で
現
れ
た
。
張
宝
高
は
新
羅
や
唐
、
日
本
と
の
交
易
か
ら
莫
大
な
富
を
得
た
大
商
人

の
一
人
で
あ
る
。
三
国
の
海
上
交
易
を
通
じ
て
、
政
治
的
・
軍
事
的
に
新
羅
国
内
に

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
後
に
新
羅
朝
廷
内
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
非

業
の
死
を
遂
げ
た
。
村
上
史
郎（
八
）氏
は
「
八
世
紀
中
葉
ま
で
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
家
が

政
治
的
軍
事
的
緊
張
を
背
景
に
活
発
な
国
家
的
な
外
交
や
対
外
交
易
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
唐
と
渤
海
と
の
対
立
和
解
、
安
史
の
乱
や
節
度

使
の
自
立
に
よ
る
分
権
的
傾
向
、
新
羅
に
お
け
る
王
権
衰
退
、
内
乱
や
自
然
災
害
に

よ
る
新
羅
の
民
衆
の
流
出
な
ど
を
背
景
に
諸
国
の
統
制
力
が
低
下
し
た
。
一
方
で
張

宝
高
に
よ
る
国
際
貿
易
圏
が
確
立
し
た
。」と
論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
の

内
乱
状
態
を
避
け
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
逃
れ
て
く
る
人
々
が
増
加
し
た
。

第
二
章　

漂
流
民
の
変
遷

本
稿
で
は
主
に
新
羅
か
ら
日
本
に
流
れ
つ
い
た
漂
流
民
を
扱
う
。
新
羅
か
ら
の
漂

流
民
が
史
料
上
多
く
確
認
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
漂
流
民
に
関
し
て
、
当
時
の
日
本

人
は
多
様
な
分
類
を
し
て
い
た
。『
古
事
類
苑
』外
交
部
二
新
羅
の
項
を
見
る
と
、
中

国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
っ
て
き
た
人
々
は「
納
質
」「
帰
化
」「
貿
易
」「
漂
流
」「
寇

辺
」「
遣
使
」の
六
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
納
質
」は
人
質
の
こ
と「
帰
化
」は
国
王

の
徳
を
慕
っ
て
日
本
に
定
着
す
る
こ
と
、「
寇
辺
」
は
海
賊
の
こ
と
、「
遣
使
」
は
使

節
団
の
こ
と
で
あ
る
。
漂
流
民
に
は
時
代
に
応
じ
て
多
様
な
形
態
が
み
ら
れ
る
か
ら

八世紀後半から九世紀後半を中心とする新羅の漂流民と大宰府
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だ
。
そ
の
例
が
遣
使
を
除
く
五
つ
だ
と
言
え
る
。
ど
の
形
態
も
同
時
代
に
存
在
し
て

い
る
が
、
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
出
現
頻
度
が
異
な
る
。
本
稿
で
は
九
世
紀
ご
ろ
、

日
本
や
朝
鮮
半
島
に
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、
社
会
の
多
様
性
を
示
す
指

標
と
し
て
漂
流
民
を
扱
っ
て
い
き
た
い
。

第
一
節　

天
武
・
持
統
朝
―
帰
化
人
―

【
史
料
一
】

『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
九　

天
武
天
皇
四
年（
六
七
六
）冬
十
月
丙
戌
条

丙
戌
。
自
二
筑
紫
一
貢
二
唐
人
卅
口
。
則
遣
二
遠
江
國
一
而
安
置
。

【
史
料
二
】『
日
本
書
紀
』
巻
三
十　

持
統
天
皇　

朱
鳥
元
（
六
八
六
）
年
丙
戌　

閏

十
二
月
条

閏
十
二
月
。
筑
紫
大
宰
献
二
三
国
。
高
麗
。
百
済
。
新
羅
百
姓
。
男
女
幷
僧
尼

六
十
二
人
一
。

【
史
料
三
】

『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
九　

天
武
天
皇
六（
六
七
七
）年
丁
丑　

五
月
戊
辰
条

戊
辰
。
新
羅
人
阿
飡
朴
刺
破
從
人
三
口
。
儈
三
人
漂
二-

著
於
血
鹿
島
一
。（
九
）

史
料
一
は
唐
人
三
十
人
が
筑
紫（
筑
紫
大
宰
）を
経
て
、
遠
江
国
に
安
置
さ
れ
た
記

事
で
あ
る
。
唐
人
は
朝
鮮
半
島
の
人
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で

は
唐
人
は
朝
鮮
半
島
の
人
々
も
含
め
て
表
記
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

朝
廷
は
筑
紫
大
宰
を
通
じ
て
三
十
人
の
唐
人
を
遠
江
国
に
安
置
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
新
羅
か
ら
流
れ
着
い
た
人
々
を
捕
虜
と
し
て
献
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
安
置
と

は
そ
の
場
所
に
据
え
置
く
こ
と
で
あ
る
。
井
上
直
樹（
十
）氏
は
「
亡
命
百
済
人
を
天
皇

の
直
轄
領
で
あ
る
近
江
国
や
摂
津
国
に
安
置
し
た
例
が
あ
り
、
中
に
は
饗
応
を
受

け
た
者
も
い
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
筑
紫
大
宰
（
後
の
大
宰
府
）
は
漂
流
民
を
一
括

で
管
理
し
、
中
央
の
命
令
を
受
け
て
各
所
に
配
置
す
る
機
能
を
備
え
て
い
た
。
こ
う

し
た
動
き
の
な
か
で
朝
廷
は
玄
蕃
寮
を
設
置
し
、
諸
外
国
の
使
節
団
の
饗
応
に
当

た
っ
た
。
天
武
期
ま
で
に
は
大
宰
府
を
通
じ
て
都
の
近
く
に
安
置
す
る
体
制
が
整
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
三
国
史
記
』に
は
六
七
五
年
に
新
羅
軍
が
買
肖
城
で
唐
軍

二
十
万
を
撃
破
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
史
料
一
は
、
こ
の
戦
争
で
日
本
に
流
れ

着
い
た
人
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
二
は
六
十
二
と
人
数
が
大
規
模
で
あ
り
、
史
料
一
と
同
様
に
戦
争
捕
虜
と
し

て
日
本
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

史
料
三
は
唐
と
新
羅
の
戦
争
終
結
直
後
に
食
う
や
食
わ
ず
の
新
羅
人
が
日
本
へ

漂
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
三
国
史
記
』
に
よ
る
と
、
文
武
王
は
六
六
七
年
に
左
司
祿
官
（
役
人
の
俸
給
を
司

る
役
所
）を
設
置
し
、
六
七
八
年
に
船
府
令
一
人
を
置
い
て
船
舶
の
事
務
を
司
っ
た
。

さ
ら
に
左
右
理
法
部
に
卿
を
一
人
ず
つ
置
い
た
。
そ
れ
ま
で
兵
部
大
官
と
弟
監
が
受

け
持
っ
て
い
た
の
を
、
船
府
を
設
置
し
、
長
官
一
人
を
置
い
た
。

当
時
、
半
島
で
は
失
業
者
が
増
え
、
治
安
が
悪
化
し
、
海
か
ら
逃
亡
す
る
も
の
が

多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
部
が
日
本
へ
漂
着
し
た
こ
と
が
史
料
か
ら
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
期
の
漂
流
民
は
戦
争
に
よ
っ
て
流
れ
着
く
も
の
が
多
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
事
項
を
関
連
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

第
二
節　

奈
良
時
代
―
漂
流
民
―

奈
良
時
代
以
降
、
社
会
が
安
定
す
る
と
日
本
は
大
宝
律
令
で
新
羅
の
地
位
を
定

め
、
以
降
、
両
国
の
関
係
は
希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
漂
流
民
の
帰
化
や
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送
還
は
大
宰
府
を
中
心
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
統
一
直
後
の
新
羅
は
高
句
麗
や
百

済
の
遺
民
を
積
極
的
に
取
り
込
み
、
唐
に
対
抗
し
て
い
た
。
一
方
で
、
日
本
と
の
関

係
改
善
に
つ
と
め
、
背
後
か
ら
の
憂
え
を
防
止
し
た
。
当
時
の
漂
流
民
は
国
内
の
紛

争
か
ら
の
が
れ
て
日
本
に
来
た
者
た
ち
で
あ
り
、
日
本
政
府
は
新
羅
の
使
節
団
に
つ

け
て
新
羅
本
国
に
帰
還
さ
せ
た
。

関
晃
氏
は
帰
化
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
朝
廷
は
朝
鮮
半
島
か
ら

の
帰
化
人
の
多
く
を
東
国
に
移
住
さ
せ
、
養
老
賦
役
令
に
従
っ
て
、
衣
類
と
食
料
を

与
え
、
十
年
間
は
賦
役
を
免
除
し
た
。
養
老
雑
令
に
「
凡
そ
蕃
使
の
往
復
す
る
大
路

の
傍
に
は
そ
の
国
の
奴
婢
を
置
い
て
は
い
け
な

い
」と
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
種
々
の
問
題
を
防

ぐ
た
め
で
も
あ
る
が
、
未
開
墾
の
原
野
を
帰
化

人
自
身
で
開
墾
さ
せ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
。

朝
廷
の
主
目
的
は
労
働
力
の
補
充
で
あ
っ
た
。

当
時
の
日
本
社
会
に
は
、
彼
ら
を
養
う
分
だ
け

の
経
済
力
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
宝

律
令
を
制
定
し
た
直
後
か
ら
、
農
民
は
浮
浪
・

逃
亡
を
し
始
め
た
た
め
、
朝
廷
は
国
家
財
政
の

危
機
に
直
面
し
た
。
農
民
の
生
産
力
が
一
般
に

か
な
り
低
か
っ
た
た
め
、
律
令
の
税
制
は
租
よ

り
も
調
、
庸
や
労
働
力
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

た
が
、
農
民
は
壮
大
な
国
家
組
織
を
支
え
ら
れ

る
だ
け
の
力
は
無
く
、
過
重
な
負
担
の
た
め
に

生
活
が
ひ
ど
く
困
難
に
な
り
、
た
び
た
び
天
災

が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
か
ら
で
あ
る
。
重
税

に
耐
え
き
れ
ず
浮
浪
逃
亡
者
が
相
次
ぐ
中
、
百

済
人
や
高
句
麗
人
を
集
住
さ
せ
る
こ
と
で
、
直
接
財
源
と
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
戦

争
捕
虜
を
含
む
多
く
の
漂
流
民
が
帰
化
人
と
し
て
東
国
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

第
三
節　

平
安
初
期
―
海
賊
―

平
安
初
期
は
新
羅
か
ら
の
帰
化
人
が
相
次
い
だ
。
こ
れ
ら
の
対
応
は
主
に
大
宰
府

が
担
当
し
、
朝
廷
に
報
告
し
た
。
こ
の
時
期
は
百
人
単
位
で
日
本
に
帰
化
し
、
朝
鮮

半
島
で
大
き
な
異
変
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
表
か
ら
読
み
取
れ
る
。『
三
国
史
記
』

に
よ
れ
ば
八
一
六
年
に
凶
作
と
飢
饉
に
あ
い
、
唐
の
浙
東（
浙
江
の
東
側
）に
渡
っ
て

行
っ
て
食
糧
を
求
め
る
半
島
の
者
が
百
七
十
人
も
あ
っ
た
。
表
か
ら
同
じ
よ
う
に
日

本
に
も
食
う
や
食
わ
ず
で
逃
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
八
一
七
年
の
五
月
の

条
に
は
「
雨
が
降
ら
な
い
の
で
あ
ま
ね
く
山
川
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
七
月
に
な
っ
て
よ

う
や
く
雨
が
降
っ
た
」
と
あ
る
。
新
羅
で
は
長
い
間
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
多
く
の

人
々
が
日
本
へ
漂
着
し
た
。
本
稿
で
は
多
様
な
性
格
を
持
つ
漂
流
民
を
扱
う
た
め
、

こ
の
よ
う
に
食
う
や
食
わ
ず
で
日
本
に
来
た
人
々
を「
漂
流
民
」と
定
義
す
る
。

【
史
料
四
】『
日
本
後
紀
』
巻
二
十
一　

嵯
峨
天
皇　

弘
仁
二
（
八
一
一
）
年
八
月
甲
戌

条大
宰
府
言
。
新
羅
人
金
巴
兄
。
金
乗
弟
。
金
小
巴
等
三
人
申
云
。
去
年
被
レ
差
二
本

縣
一
運
レ
穀
。
海
中
逢
レ
賊
。
同
伴
盡
没
。
唯
已
等
幸
頼
二
天
佑
一
。
儻
著
二
聖
邦
一
。

雖
レ
沐
二
仁
換
一
。
非
レ
無
二
顧
戀
一
。

今
聞
郷
人
流
来
。
令
レ
得
二
放
還
一
。
伏
望
寄
二
‐
乗
同
船
一
。
共
還
二
本
郷
一
。
許
レ
之
。

【
史
料
五
】『
日
本
後
紀
』
巻
二
十
二　

嵯
峨
天
皇　

弘
仁
三
（
八
一
二
）
年
正
月
甲
子

（
五
日
）条

甲
子
。
勅
。
大
宰
府
。
去
十
二
月
廿
八
日
奏
伝
。
對
馬
嶋
言
。
今
月
六
日
新
羅
船
三

艘
浮
二
□
西
海
二
。
俄
而
一
艘
之
船
著
二
於
下
縣
郡
佐
須
浦
一
。
船
中
有
二
十
人
一
。
言

新羅の帰化人（平安初期）
本文 出典
甲辰。大宰府言。新羅人清石
珍等一百八十人帰化。宜賜時
服及路粮、駕於便船、令得入京。

『日本後紀』巻廿五逸文（『日本紀略』）
弘仁七年（八一六）十月甲辰十三

乙巳。大宰府言。新羅人金男
昌等四十三人帰化。

『日本後紀』巻廿五逸文（『日本紀略』）
弘仁八年（八一七）二月乙巳十五

辛亥。任官。」大宰府言。新羅
人遠山知等一百四十四人帰化。

『日本後紀』巻廿六逸文（『日本紀略』）
弘仁八年（八一七）四月辛亥廿二

八世紀後半から九世紀後半を中心とする新羅の漂流民と大宰府
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語
不
レ
通
。
消
息
難
レ
知
。
其
二
艘
者
。
闇
夜
流
去
。
未
レ
知
レ
所
レ
到
。
七
日
船
廿

餘
艘
在
二
嶋
西
海
中
一
。
燭
火
相
連
。
於
レ
是
遂
知
二
賊
船
一
。
仍
殺
二
先
着
者
五
人
一
。

五
人
逃
走
。
後
日
捕
二
‐
獲
四
人
一
。
皍
衛
二
兵
庫
一
。
且
發
二
軍
士
一
。
又
遥
望
二
新
羅
一
。

毎
レ
夜
有
二
火
光
数
處
一
。
由
レ
玆
疑
懼
不
レ
止
。
仍
申
送
者
。
為
レ
問
二
其
事
一
。
差
二

新
羅
譯
語
幷
軍
毅
等
一
。
發
遣
已
訖
。
且
准
二
舊
例
一
。
應
レ
護
二
要
害
之
状
一
。
告
二

管
内
幷
長
門
。
石
見
。
出
雲
等
國
一
訖
者
。
所
レ
奏
二
消
息
一
。
既
是
大
事
。
虚
實
之
状
。

續
須
二
言
上
一
。
而
久
移
二
年
月
一
。
遂
無
レ
所
レ
申
。

又
要
害
之
国
。
必
發
二
人
兵
一
。
應
レ
疲
二
警
備
一
。
解
却
之
事
。
期
二
於
何
日
一
。
宜
レ

言
二
其
由
一
。
不
レ
得
二
更
怠
一
。
又
量
二
事
勢
一
。

不
レ
足
レ
為
レ
虞
。
宜
レ
令
レ
停
下
出
雲
。
石
見
。
長
門
等
国
護
二
要
害
一
事
上
。

【
史
料
六
】『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
五　

仁
明
天
皇　

承
和
十
二
（
八
四
五
）
年
十
二
月

甲
戌
朔
戌
寅（
五
日
）条

大
宰
府
馳
駅
言
。
新
羅
人
賷
二
康
州
牒
二
通
一
。
横
二
‐
領
本
国
漂
蕩
人
五
十
餘
人
一
来

著
。

【
史
料
七
】『
日
本
紀
略
』
前
編
巻
十
四　

嵯
峨
天
皇　

弘
仁
四
（
八
一
三
）
年
三
月
辛

未（
十
八
日
）条

三
月
辛
未
。
大
宰
府
言
。
肥
前
國
司
今
月
四
日
解
偁
。
基
肆
團
校
尉
貞
弓
等
去
二

月
九
日
解
偁
。
新
羅
人
一
百
十
人
駕
二
五
艘
船
一
。
著
二
小
近
嶋
一
。
與
二
土
民
一
相
戦
。

即
打
二
致
九
人
一
。
捕
ニ
―
獲
一
百
一
人
者
一
。
又
同
月
七
日
解
偁
。
新
羅
人
一
清
等

申
云
。
同
國
人
清
漢
巴
等
自
二
聖
朝
一
帰
来
。
云
々
。
宣
二
明
問
定
一
。
若
願
レ
還
者
。

随
レ
願
放
還
。
遂
是
化
来
者
。
依
レ
例
進
止
。

史
料
四
は
八
一
一
（
弘
仁
二
）
年
に
新
羅
人
金
巴
兄
ら
が
穀
物
を
運
ぶ
途
中
で
海

賊
に
襲
わ
れ
、
日
本（
大
宰
府
管
内
）に
流
れ
着
い
た
。
そ
の
後
大
宰
府
の
判
断
で
別

の
船
に
乗
せ
て
帰
国
さ
せ
た
記
録
で
あ
る
。
近
藤
浩
一
氏（
十
一
）は
海
賊
た
ち
が
新
羅

海
域
で
年
貢
の
略
奪
行
為
を
行
っ
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
西
南
海
域
上

と
首
都
慶
州
を
結
ぶ
海
上
交
通
に
海
賊
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
記
録
か
ら
九
世
紀
前
半
以
降
、
海
賊
に
襲
わ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
日
本
に
漂
着

す
る
様
子
が
分
か
り
、
海
賊
活
動
が
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
大
宰
府
は
事
の
次
第
を
朝
廷
に
報
告
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

史
料
五
は
対
馬
が
不
明
船
を
見
つ
け
、
大
宰
府
が
朝
廷
に
上
奏
し
た
記
事
で
あ

る
。
八
一
二（
弘
仁
三
）年
正
月
六
日
に
不
明
船
三
隻
を
発
見
し
、
一
隻
は
下
縣
那
佐

須
浦
、
他
二
隻
は
夜
に
流
さ
れ
て
、
七
日
に
島
の
西
海
中
で
発
見
し
た
。
同
日
に
海

賊
船
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
五
人
を
殺
し
た
。
後
日
、
逃
げ
た
五
人
中
四
人
を

捕
ら
え
た
。
大
宰
府
が
取
り
調
べ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
海
賊
船
に
乗
っ
て
い
た
の
は

漂
流
民
だ
っ
た
。
漂
流
民
は
新
羅
に
帰
る
こ
と
を
望
み
、
大
宰
府
は
新
羅
人
を
本
国

に
放
還
す
る
と
、
出
雲
・
石
見
・
長
門
国
の
警
備
を
固
め
た
。
前
年
の
八
一
二
（
弘

仁
三
）
年
に
新
羅
人
が
朝
鮮
半
島
近
海
で
海
賊
に
襲
わ
れ
て
日
本
に
漂
着
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
対
応
し
た
。
記
事
か
ら
は
略
奪
行
為
が
あ
っ
た
か
は
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ず
、
当
時
は
海
賊
と
漂
流
民
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
か
ら
大
宰
府
が
朝
廷
の
指
示
で
海
防
の
た
め
石
見
、
長

門
、
出
雲
に
も
命
令
を
出
し
て
い
る
。
海
防
に
お
い
て
大
宰
府
が
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

史
料
六
は
新
羅
政
府
が
日
本
の
漂
流
民
を
保
護
し
た
記
事
で
あ
る
。
鄭
淳
一

氏（
十
二
）は
「
新
羅
政
府
は
日
本
漂
流
民
の
保
護
や
日
本
の
外
交
使
節
の
受
け
入
れ
を

齋
州
で
行
っ
て
お
り
、
牒
と
呼
ば
れ
る
国
書
を
用
い
て
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
た
。」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
齋
州
が
新
羅
国
内
に
お
い
て
日

本
の
大
宰
府
と
同
じ
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
、『
三
国
史
記
』
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に
よ
る
と
、
八
四
五
年
に
文
聖
王
は
青
海
鎮
の
大
使
で
あ
る
弓
福（
張
宝
高
）の
娘
を

め
と
っ
て
次
后（
側
室
）に
し
よ
う
と
す
る
と
臣
下
か
ら
諫
め
を
受
け
た
と
い
う
。
当

時
、
張
宝
高
が
い
か
に
新
羅
の
朝
廷
内
部
で
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
か
が
分
か
る
。

翌
年
に
は
張
宝
高
が
新
羅
の
朝
廷
に
対
し
反
乱
を
起
こ
し
た
。
新
羅
の
海
賊
活
動
が

活
発
化
す
る
な
か
、
新
羅
の
朝
廷
は
日
本
人
の
漂
流
民
を
保
護
し
、
大
宰
府
に
報
告

し
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
大
宰
府
が
張
宝
高
を
中
心
と
す
る
新
羅
人
商
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
商
売
を
す
る
目
的

で
大
宰
府
に
報
告
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
七
は
八
一
三（
弘
仁
四
）年
の
三
月
に
新
羅
人
と
肥
前
国
小
近
島
の
住
民
が
抗

戦
し
た
記
録
で
あ
る
。
小
近
島
の
住
民
が
五
隻
の
船
に
乗
っ
て
島
に
上
陸
し
百
十
人

と
戦
い
九
人
を
打
ち
取
り
、
一
〇
一
人
を
生
け
捕
り
に
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
新
羅
国
内
で
は
混
乱
し
た
状
態
が
続
い
て
い
た
。
漂

流
民
た
ち
は
武
装
し
て
日
本
近
海
を
襲
っ
た
。
住
民
た
ち
は
自
衛
す
る
ほ
か
な
か
っ

た
が
、
史
料
七
か
ら
、
島
に
上
陸
し
た
海
賊
一
一
〇
人
と
戦
い
九
人
を
打
ち
取
り
、

一
〇
一
人
を
生
け
捕
り
に
す
る
と
い
う
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
宰
府
の

辺
境
警
備
は
地
域
住
民
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
史
料
四
か
ら
漂
流

民
が
情
報
の
担
い
手
だ
っ
た
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
宰
府
官
人
は
朝

鮮
半
島
近
海
で
活
動
し
て
い
た
海
賊
勢
力
が
日
本
近
海
ま
で
押
し
寄
せ
て
い
る
現

状
を
把
握
し
た
。
漂
流
民
は
大
宰
府
に
本
国
送
還
を
希
望
し
、
大
宰
府
は
東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
漂
流
民
を
送
還
す
る
な
ど
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
軍
団

を
削
減
す
る
な
ど
、
朝
廷
内
で
は
大
宰
府
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
し
て
は
い
な

か
っ
た
。

第
三
章　

大
宰
府
の
変
遷（
大
宰
府
外
交
の
成
立
と
発
展
）

天
智
期
以
降
、
大
宰
府
は
外
交
の
場
を
担
っ
て
い
っ
た
。
第
三
章
で
は
大
宰
府
が

ど
の
よ
う
に
外
交
機
能
を
整
え
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
役
割
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
っ
た
の
か
考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
一
節　

蕃
客
体
制
形
成
期

【
史
料
八
】『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
二　

推
古
天
皇
十
七
（
六
〇
九
）
年　

夏
四
月
丁
酉

朔
庚
子（
四
日
）条

十
七
年
夏
四
月
丁
酉
朔
庚
子
。
筑
紫
大
宰
奏
上
言
。
百
濟
僧
道
欣
。
恵
彌
為
首
一
十

人
。
俗
七
十
五
人
。
泊
二
于
肥
後
國
葦
北
津
一
。
是
時
。
遣
二
難
波
吉
士
摩
呂
。
船
史

龍
一
以
問
之
曰
。
何
来
也
。
對
曰
。
百
済
王
命
以
遣
二
於
呉
國
一
。
其
国
有
レ
乱
不
レ
入
。

更
返
二
於
本
郷
一
。
忽
逢
二
暴
風
一
漂
二
‐
蕩
海
中
一
。
然
有
二
大
宰
一
而
泊
二
于
聖
帝
之
辺

境
一
。・
以
歓
喜
。

【
史
料
九
】

『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
七　

天
智
天
皇
六
（
六
六
七
）
年
丁
卯　

十
一
月
丁
巳
朔
乙
丑

条十
一
月
丁
巳
朔
乙
丑
。
百
済
鎮
将
劉
仁
願
遺
二
熊
津
都
督
府
熊
山
県
令
上
柱
国
司
馬

法
聡
等
一
。
送
二
大
山
下
境
部
連
石
積
等
於
筑
紫
都
督
府
一
。

【
史
料
十
】『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
七　

天
智
天
皇
十
（
六
七
一
）
年　

十
一
月
甲
午
朔

癸
卯
条

十
一
月
甲
午
朔
癸
卯
。
對
馬
国
司
。
遣
二
使
於
筑
紫
大
宰
府
一
言
。
月
生
二
日
。
沙

門
道
文
。
筑
紫
君
薩
野
馬
。
韓
嶋
勝
老
婆
。
布
師
首
磐
。
四
人
従
レ
唐
来
日
。
唐
國

人
郭
務
悰
等
六
百
人
。
送
使
沙
宅
孫
登
等
一
千
四
百
人
。
摠
合
二
千
人
。
乗
二
船
卅

八世紀後半から九世紀後半を中心とする新羅の漂流民と大宰府

七 奈良県立大学　研究報告第12号



七
隻
一
。
俱
泊
二
於
此
智
嶋
一
。
相
謂
之
曰
。
今
吾
輩
人
船
数
衆
。
忽
然
至
レ
彼
。
恐

彼
防
人
驚
駭
射
戦
。
乃
遣
二
道
文
等
一
。
預
稍
二
‐
披
陳
来
朝
之
意
一
。

史
料
八
は
筑
紫
大
宰（
の
ち
の
大
宰
府
）に
つ
い
て
初
見
の
記
事
で
あ
る
。
六
〇
九

（
推
古
天
皇
十
七
）年
四
月
四
日
、
漂
流
し
た
百
済
僧
道
欣
は
百
済
王
の
命
を
受
け
て

（
使
者
と
し
て
）、
呉
に
渡
っ
た
が
内
乱
で
入
国
で
き
ず
、
帰
国
す
る
途
中
で
暴
風
雨

に
あ
い
、
流
れ
着
い
た
と
話
し
た
。
大
宰
府
が
朝
廷
に
知
ら
せ
、
朝
廷
か
ら
担
当
官

を
派
遣
し
、
現
場
の
対
応
に
当
た
っ
た
。
こ
こ
か
ら
朝
廷
が
漂
流
民
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
の
か
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
期
の
漂
流
民
は
嵐
な

ど
に
あ
っ
て
日
本
に
漂
着
す
る
人
々
が
多
か
っ
た
。
当
時
、
帰
国
す
る
術
は
限
ら
れ

て
お
り
、
漂
着
民
た
ち
は
日
本
に
長
期
間
と
ど
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

石
母
田
正
氏（
十
三
）は
筑
紫
大
宰
に
は
外
交
と
軍
事
に
関
連
す
る
性
質
上
、
一
、
大

宰
は
常
駐
し
、
二
、
大
宰
以
下
若
干
の
役
人
が
存
在
し
、
三
、
大
宰
独
自
の
官
衙
が

そ
れ
に
附
属
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
筑
紫
大
宰
は
大
宝
律
令
以
降
の
大
宰
府
の

よ
う
に
法
律
的
に
も
組
織
的
に
も
整
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
漂
流
民
に
対
応
を
す
る
た
め
に
中
央
か
ら
畿
内
豪
族
で
あ
る
難
波
吉
士
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い（
史
料
八
）。
石
母
田
氏
は
筑
紫
大
宰
に
は
役
人

が
常
駐
し
て
い
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
朝
廷
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
役

人
が
派
遣
さ
れ
て
対
応
に
当
た
っ
て
お
り
、
長
官
が
実
際
に
常
駐
し
て
い
た
の
か
は

疑
わ
し
い
点
で
あ
る
。
仮
に
長
官
が
常
駐
し
て
い
た
と
し
て
も
、
地
方
の
有
力
豪
族

が
任
じ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
難
波
氏
、
船
史
氏
は

朝
廷
に
出
仕
し
た
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
。
一
方
で
、
半
島
に
近
い
肥
後
国
葦
北
津
で

は
百
済
系
渡
来
人
が
多
く
、
地
方
豪
族
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
難
波
吉
士
な
ど
の
主

な
役
割
は
通
訳
で
は
な
く
、
漂
流
民
の
監
視
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
方
豪
族

と
手
を
結
ぶ
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
技
術
や
情
報
を
持
つ
漂
流
民
は
朝
廷
に
と
っ
て

は
大
き
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
こ
の
史
料
上
の
背
景
に
は
漂
流
民
を
直
接
の
管
理
下
に

置
こ
う
と
す
る
朝
廷
の
意
図
が
う
か
が
え
る
。
同
時
に
北
部
九
州
で
は
多
様
な
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

史
料
九
に
よ
る
と
六
六
七
（
天
智
天
皇
六
）
年
十
一
月
九
日
に
筑
紫
都
府
に
て
唐

か
ら
派
遣
さ
れ
た
百
済
鎮
将
劉
仁
願
の
使
者
で
あ
る
熊
津
都
府
熊
山
県
令
上
柱
国

司
馬
法
聡
ら
と
日
本
の
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
山
下
境
部
連
石
積
ら
と
が
面
会

し
た
。
熊
津
都
府
は
唐
が
百
済
滅
亡
後
に
旧
百
済
領
に
置
い
た
役
所
、
上
柱
国
は
彼

の
位
階
、
法
聡
が
本
人
の
名
前
で
あ
る
。
大
山
下
は
位
階
、
境
部
連
石
積
等
が
本
人

の
名
前
、
筑
紫
都
督
府
が
後
の
大
宰
府
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
七
世
紀
は
、
朝
廷

は
筑
紫
都
督
府
（
大
宰
府
）
で
使
者
の
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
や
朝
廷
が
使
者
を
大

宰
府
に
送
っ
て
使
節
団
の
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
宰
府
は
外
国
か
ら

の
使
者
を
迎
え
る
迎
賓
館
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
や
、
大
宰
府
は
都

の
あ
っ
た
飛
鳥
に
次
い
で
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
大
宰
府
の
初
期

整
備
は
使
節
団
の
対
応
と
と
も
に
進
め
ら
れ
た
。
当
時
の
大
宰
府
は
中
央
の
天
皇
に

代
わ
っ
て
外
国
使
節
の
応
接
を
行
い「
第
二
の
首
都
」と
し
て
機
能
し
た
と
言
え
る
。

史
料
十
は
六
七
一
（
天
智
天
皇
十
）
年
十
一
月
十
日
に
百
済
人
の
沙
門
道
久
ら
四

人
が
来
て
い
た
事
情
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
唐
国
人
郭
務
悰
ら
六
百
人
、
百
済

人
の
沙
宅
孫
登
ら
一
四
〇
〇
人
、
計
二
千
人
が
七
隻
に
分
か
れ
て
、
此
知
島（
十
四
）に

停
泊
し
て
い
る
。
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
る
と
戦
争
と
勘
違
い
し
て
防
人
が
警
戒
す
る

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
四
人
を
遣
わ
し
て
来
朝
し
た
事
情
を
説
明
し
た
。
乗
船
員
が

戦
争
捕
虜
か
漂
流
民
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
唐
の
使
者
が
護
送
し
た
例
で
あ
り
、

興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。
井
上
直
樹
氏（
十
五
）は
「
百
済
の
鎮
将
で
あ
る
劉
仁
願
の
使

者
、
郭
務
悰
が
大
宰
府
に
到
着
し
た
が
、
朝
廷
は
天
子
の
使
人（
皇
帝
の
使
者
）で
は

な
く
、
百
済
鎮
将
の
私
使（
将
軍
の
使
者
）に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
理
由
に
入
京
を
拒
否

し
、
本
国
に
帰
還
さ
せ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
近
江
朝
廷
は
筑
紫
大
宰

懸賞論文（卒業論文）

八



府
に
使
者
を
派
遣
し
て
、
天
智
天
皇
の
喪
を
告
げ
て
い
る
。
筑
紫
大
宰
府
で
饗
応
を

行
い
、
郭
務
悰
ら
を
帰
国
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
白
村
江
の
戦
の
直
後
で
あ
り
朝

廷
が
唐
・
新
羅
に
対
し
て
強
い
警
戒
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
唐
が
漂
流
民

を
護
送
し
た
の
は
日
本
に
対
し
、
戦
意
が
な
い
こ
と
を
示
し
、
日
本
の
朝
廷
を
懐
柔

す
る
目
的
で
あ
っ
た
と
井
上
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
六
七（
天
智
天
皇
六
）

年
十
一
月
九
日
、
境
部
連
石
積
が
筑
紫
都
督
府
に
て
百
済
鎮
将
劉
仁
願
の
使
者
で
あ

る
法
聡
を
饗
応
し
た
。
法
聡
ら
は
九
日
に
筑
紫
に
着
き
、
入
京
せ
ず
、
十
三
日
に
伊

吉
博
徳
（
い
き
の
は
か
と
こ
）
と
笠
諸
石
（
か
さ
の
も
ろ
い
わ
）
に
送
ら
れ
、
帰
国
し

た
。
こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら
、
七
世
紀
は
新
羅
や
唐
の
使
者
を
入
京
さ
せ
ず
、
筑
紫

大
宰
で
饗
応
を
行
う
こ
と
が
通
例
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
宰
府
に
は
す
で
に
漂

流
民
や
外
国
使
節
に
対
応
す
る
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
筑

紫
大
宰
に
朝
廷
か
ら
担
当
官
を
派
遣
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
使
節
団
の

連
れ
て
き
た
漂
流
民
へ
の
対
応
を
す
る
中
で
、
独
自
に
漂
流
民
を
対
応
す
る
機
能
を

備
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

本
国
送
還
体
制

【
史
料
十
一
】『
続
日
本
紀
』
巻
三
十
三　

光
仁
天
皇　

宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
五
月
乙

卯
条

乙
卯
。勅
大
宰
府
曰
。此
年
新
羅
蕃
人
。頻
有
二
来
著
一
。尋
二
其
縁
由
一
。多
非
二
投
化
一
。

惣
被
二
風
漂
一
。無
レ
由
二
引
還
一
留
為
二
我
民
一
。謂
本
主
何
。自
レ
今
以
後
。如
レ
此
之
色
。

宜
三
皆
放
還
以
示
二
弘
恕
一
。
如
有
二
船
破
及
絶
糧
者
一
。
所
司
量
レ
事
。
令
レ
得
二
帰
計
一
。

史
料
十
一
は
新
羅
の
漂
流
民
の
対
応
を
定
め
た
法
律
（
格
）
で
あ
る
。
多
く
の
新

羅
人
が
博
多
沿
岸
に
漂
着
し
、
帰
国
す
る
手
段
が
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
日
本
に

帰
化（
投
化
）し
た
。
山
内
晋
次
氏（
十
六
）は
宝
亀
五
年
の
格
は
朝
廷
が
大
宰
府
に
命
じ

て
、
漂
流
民
の
中
で「
流
来
」と「
帰
化
」を
明
確
に
区
別
し
、「
流
来
者
」の
送
還
を
義

務
づ
け
た
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
帰
化
者
は
従
来
通
り
受
け
入
れ
た
。
具
体
的
に

は
、
漂
流
民
が
来
着
し
た
現
地
の
国
司
は
彼
ら
を
保
護
し
て
朝
廷
に
漂
着
を
報
告
し

た
。
た
だ
し
、
西
海
道
諸
国
は
大
宰
府
経
由
で
言
上
す
る
。
こ
の
間
、
漂
流
民
は
し

か
る
べ
き
と
こ
ろ
に
安
置
さ
れ
、
食
糧
を
出
さ
れ
た
。
朝
廷
か
ら
の
許
可
が
下
り
れ

ば
、
諸
国
か
ら
直
接
も
し
く
は
大
宰
府
を
介
し
て
新
羅
へ
送
還
さ
れ
る
。
山
内
氏
は

こ
れ
以
上
言
及
し
て
い
な
い
が
、
七
八
〇（
宝
亀
十
一
）年
に
朝
廷
は
蕃
客
・
帰
化
・

饗
応
は
大
宰
府
固
有
の
職
掌
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
万
事
に
備
え
て
施
設
の
対
応
を

す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
大
宰
府
の
対
外
交
渉
機
能
が
増
強
さ
れ
た
点
に
お
い
て

も
七
七
四
（
宝
亀
五
）
年
の
例
は
画
期
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
背
景
に
は
新
羅
情
勢
の
変
化
が
あ
っ
た
。
七
五
八
（
天
平
宝
字
二
）
年
に
七
四
名
、

七
六
六（
天
平
神
護
二
）年
に
三
十
一
名
の
新
羅
人
が
帰
化
し
て
お
り
、
武
蔵
国
に
安

置
さ
れ
た
。
七
六
六（
天
平
神
護
二
）年
に
は
帰
化
し
た
新
羅
人
に
姓
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
新
羅
人
の
帰
化
人
の
増
加
に
伴
い
、
対
応
の
仕
方
が
整
備
さ
れ
て
い
く
の
が

分
か
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
漂
流
民
対
応
の
実
務
は
大
宰
府
が
行
い
、
朝
廷
は
報
告

を
受
け
、
認
可
を
下
す
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
法
令
の
当
初
の
目
的
は
実
情
に
合
わ
せ
て
出
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
為
政

者
側
の
政
治
的
な
意
図
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。「
謂
本
主
何（
本

主
何
ぞ
謂
わ
ん
や
）」と
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
の
朝
廷
が
新
羅
の
朝
廷
を
配
慮
し
た
言

葉
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
法
令
が
出
さ
れ
る
直
前
に
新
羅
使
と
の
会
談

が
行
わ
れ
た
。
会
談
は
物
別
れ
に
終
わ
り
、
天
皇
の
寛
大
さ
を
見
せ
つ
け
る
た
め
に

出
さ
れ
た
法
令
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
結
果
的
に
帰
化
と
流
来
に
分
け
る
法
令
と
し

て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
区
別
し
た
き
っ
か
け
は
新
羅
の
脅
威
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
遣
唐
使
や
新
羅
使
か
ら
疫
病
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
人
々
は

こ
れ
を
新
羅
か
ら
の
呪
詛
と
考
え
た
。
同
年
に
新
羅
の
呪
詛
に
対
抗
す
る
た
め
、
大
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宰
府
に
四
王
院
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
朝
廷
中
枢

部
で
は
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

森
克
己
氏（
十
七
）は
朝
廷
が
蕃
客（
外
国
使
節
団
）と
商
客（
一
般
の
外
国
人
）へ
の
対

応
は
明
瞭
に
区
別
し
た
が
、
商
客
も
蕃
客
に
準
じ
て
鴻
臚
館
に
安
置
し
て
い
た
と
述

べ
て
い
る
。
宝
亀
五
年
の
格
の「
新
羅
蕃
人
」は
商
客
と
同
様
に
私
人
と
し
て
の
対
応

を
受
け
、
鴻
臚
館
に
安
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

榎
本
渉
氏（
十
八
）は
八
世
紀
の
段
階
で
は
国
家
使
節
か
ら
離
れ
た
海
商
は
存
在
し
な

か
っ
た
と
す
る
。
宝
亀
五
年
の
格
の「
有
船
破
及
絶
糧
者
、
所
司
量
事
令
得
婦
計
」に

関
し
て
だ
が
、
八
世
紀
は
国
家
使
節
団
の
船
の
修
理
、
九
世
紀
以
降
は
民
間
貿
易
を

認
め
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
榎
本
氏
は

古
代
に
お
け
る
国
家
間
貿
易
に
お
い
て
は
国
籍
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と

述
べ
て
お
り
、
宝
亀
五
年
の
格
も
新
羅
人
を
対
象
に
適
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　第
三
節　

海
賊
対
応

平
安
時
代
に
入
る
と
新
羅
の
海
賊
活
動
が
激
化
し
た
。
大
宰
府
も
漂
流
民
に
対

し
、
拷
問
を
加
え
る
な
ど
、
対
応
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、
大
宰
府
の
独

自
の
行
動
が
顕
著
に
な
っ
た
。

【
史
料
十
二
】『
日
本
三
代
実
録
』貞
観
十
一（
八
六
九
）年
六
月
十
五
日
辛
丑
条

大
宰
府
言
。
去
月
廿
二
日
夜
。
新
羅
海
賊
。
乗
二
軍
艦
二
隻
一
。
来
二
博
多
津
一
。
掠
二

‐
奪
豊
前
國
年
貢
絹
綿
一
。
即
時
逃
鼠
。
發
レ
兵
追
・
。
遂
不
レ
獲
レ
賊
。

【
史
料
十
三
】『
続
日
本
後
紀
』
巻
三　

仁
明
天
皇　

承
和
元
（
八
三
四
）
年
二
月
癸

未.

（
二
日
）条

.

新
羅
人
等
遠
渉
二
滄
波
一
。
泊
二
‐
着
大
宰
海
涯
一
。
而
百
姓
惡
レ
之
。
彎
レ
弓
射
傷
。

由
レ
是
。
太
政
官
譴
二
‐
責
府
司
一
。
其
射
傷
者
。
随
レ
犯
科
レ
罪
。
被
二
傷
痍
一
者
。
遣
レ

醫
療
治
。
給
レ
糧
放
還
。

【
史
料
十
四
】『
日
本
三
代
実
録
』
巻
十
六　

清
和
天
皇　

貞
観
十
一
（
八
六
九
）
年
七

月
二
日
戌
午
条

是
日
。
勅
譴
二
‐
責
大
宰
府
司
一
曰
。
諸
國
貢
調
使
吏
領
将
。
一
時
共
。
不
一
レ
可
三
先

後
零
疊
離
二
其
羣
類
一
。而
令
下
二
豊
前
一
國
一
獨
先
進
發
上
。亦
弱
姧
人
。乗
二
餌
虎
口
一
。

遂
使
下
二
新
羅
寇
盗
一
。
乗
レ
隙
致
中
侵
掠
上
。
非
三
唯
亡
失
二
官
物
一
。
兼
亦
損
二
‐
辱
國

威
一
。
求
二
之
往
古
一
。
未
レ
有
二
前
聞
一
。
貽
二
於
後
来
一
。
當
レ
無
二
面
目
一
。
雖
レ
云
二

使
人
之
可
一
レ
責
。
抑
亦
府
官
之
有
レ
怠
。
又
或
人
言
。
盗
賊
逃
去
之
日
。
海
邊
百
姓

五
六
人
。
冐
レ
死
追
戦
。
射
二
‐
傷
二
人
一
。
事
若
有
レ
實
。
寧
非
二
忠
敬
一
。
而
府
司

不
レ
申
。
何
近
掩
レ
善
。
又
所
レ
禁
之
人
。
雖
レ
有
二
嫌
疑
一
。
縁
レ
是
異
邦
最
思
二
仁
恕
一
。

宜
下
停
二
拷
法
一
。
深
加
二
廉
問
一
早
従
中
放
却
上
。

史
料
十
二
は
新
羅
の
海
賊
が
博
多
津
に
襲
来
し
た
事
件
で
あ
る
。
八
六
九
（
貞
観

十
一
）
年
六
月
十
五
日
の
条
に
よ
る
と
、
先
月
の
二
十
二
日
に
新
羅
海
賊
二
隻
が
博

多
に
現
れ
、
豊
前
国
の
絹
綿
を
略
奪
し
た
。
日
本
の
朝
廷
は
兵
を
派
遣
し
た
が
、
つ

い
に
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
は
海
賊
が
日
本
の
官
物
ま
で
略

奪
行
為
を
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
事
件
は
大
宰
府
の
海
防
の
甘
さ
を
露

呈
し
た
が
、
軍
備
増
強
の
契
機
と
な
っ
た
。
官
軍
の
敗
因
は
実
力
の
低
下
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
海
賊
が
朝
鮮
や
日
本
の
官
軍
を
打
ち
破
る
だ
け
の
実
力
を
備
え
て
い
た

こ
と
も
確
か
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
や
日
本
近
海
の
制
海
権
は
海
賊
の
手
に
渡
り
つ

つ
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
九
世
紀
の
新
羅
の
漂
流
民
が
武
装
し
て
日
本
に
来
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
漂
流
民
の
性
格
が
食
う
や
食
わ
ず
で
日
本
へ
来
た「
漂
流
民
」か

ら
海
賊
へ
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

事
件
後
、
朝
廷
は
大
宰
府
を
譴
責
し
て
い
る
。
譴
責
と
は
不
正
や
過
失
を
い
ま
し
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め
る
こ
と
で
あ
る
。
森
氏
に
よ
れ
ば
、
譴
責
す
る
場
合
の
多
く
が
関
連
す
る
法
律
が

未
整
備
だ
っ
た
た
め
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
。
大
宰
府
の
行
い
は
朝
廷
か
ら
違

法
行
為
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
私
は
漂
流
民
が
次
第
に
海
賊
化
す
る
過
渡
期
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
当
時
は
西
海
道
に
お
け
る
調
庸
は
海
路
を
通
じ
て
博
多
に
集
積
さ
れ

て
い
た
。
海
賊
が
わ
ざ
わ
ざ
博
多
津
に
来
航
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
賊
の
正
体
は

商
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
官
物
は
定
期
的
に
諸
国
か
ら
博
多
へ
送
ら
れ
る
た

め
、
海
賊
に
す
れ
ば
安
定
的
な
供
給
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
朝
廷
が

大
宰
府
を
叱
責
し
た
建
前
は
大
宰
府
の
海
上
防
衛
の
怠
惰
で
あ
っ
た
が
、
本
音
は
唐

物
の
輸
入
が
滞
る
こ
と
に
対
す
る
恐
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
十
三
は
八
三
四
（
承
和
元
）
年
に
新
羅
の
「
漂
流
民
」
が
、
大
宰
府
の
番
兵
に

よ
っ
て
矢
傷
を
負
っ
た
事
件
で
あ
る
。
海
賊
活
動
が
活
発
に
な
り
、「
漂
流
民
」が
海

賊
と
間
違
え
ら
れ
て
負
傷
す
る
被
害
が
た
び
た
び
発
生
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
廷

は
大
宰
府
官
人
を
呼
び
出
し
て
叱
責
し
た
。
朝
廷
は
海
賊
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い

た
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
森
克
己
氏（
十
九
）に
よ
れ
ば
、
関
連

す
る
法
律
が
存
在
し
な
い
場
合
、
担
当
役
人
を
譴
責
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
い

う
。
こ
の
時
期
、海
賊
に
対
応
す
る
た
め
の
法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

役
人
を
譴
責
す
る
ほ
か
に
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
十
四
は
八
六
九
（
貞
観
十
一
）
年
七
月
二
日
に
朝
廷
は
海
賊
襲
来
に
つ
い
て

の
報
告
の
遅
れ
た
大
宰
府
官
人
を
譴
責
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
異
国
の

人
な
の
で
思
い
や
り
を
持
ち
、
こ
の
よ
う
に
大
宰
府
で
は
拷
問
を
や
め
て
尋
問
に
切

り
替
え
て
、
早
く
本
国
に
返
す
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
取
り
調
べ
を
強
化
す
る
大

宰
府
と
、
従
来
通
り
流
来
人
の
対
処
に
当
た
る
朝
廷
と
の
差
が
わ
か
る
。
海
賊
活
動

の
広
ま
り
と
と
も
に
、
取
り
締
ま
り
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
つ
つ
あ
っ
た
。

【
史
料
十
五
】『
続
日
本
後
紀
』
巻
一
一
仁
明
天
皇　

承
和
九
（
八
四
二
）
年
正
月
十
日

条乙
巳
。
新
羅
人
李
少
貞
等
丗
人
到
二
‐
着
筑
紫
大
津
一
。
大
宰
府
遣
上
レ
使
問
二
来
由
一
。

頭
首
少
貞
申
云
。
張
寶
高
死
。
其
副
将
李
昌
珍
等
欲
二
叛
亂
一
。
武
珍
州
列
賀
閻
丈

興
レ
兵
討
平
。
今
已
無
レ
虞
。
但
恐
賊
徒
漏
レ
網
。
勿
到
二
貴
邦
一
。
擾
二
‐
乱
黎
庶
一
。

若
有
下
舟
船
到
レ
彼
不
レ
執
二
文
符
一
者
上
。
並
請
下
切
命
二
所
在
一
推
勘
収
捉
上
。
又
去

年
廻
易
使
李
忠
揚
圓
等
所
レ
賷
貨
物
。
乃
是
部
下
官
吏
及
故
張
高
寶
高
子
弟
所
レ
遺
。

請
速
發
道
。
仍
賷
下
閻
丈
上
二
筑
前
國
一
牒
状
上
参
来
者
』公
卿
議
曰
。
少
貞
曾
是
寶
高

之
臣
今
則
閻
丈
之
使
。
彼
新
羅
人
。
其
情
不
遜
。
所
レ
通
消
息
。
彼
此
不
レ
定
。
定
知
。

商
人
欲
レ
許
二
交
通
一
。
巧
レ
言
攸
レ
稱
。
今
覆
二
解
状
一
云
。
李
少
貞
賷
下
閻
丈
上
二
筑

前
国
牒
状
一
参
来
者
。
而
其
牒
状
無
下
進
二
‐
上
宰
府
之
詞
上
。
無
二
乃
可
一
レ
謂
レ
合
レ
例
。

宜
二
欲
彼
牒
状
早
速
進
上
一
。
如
牒
旨
無
道
、
附
二
少
貞
一
可
二
返
却
一
者
。

【
史
料
十
六
】『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
二　

仁
明
天
皇　

承
和
九
（
八
四
二
）
年
八
月

十
五
日
条（
第
一
条
の
み
）

丙
子
。
大
宰
大
弐
四
位
藤
原
朝
臣
衛
上
二
‐
奏
四
条
起
請
一
。
一
曰
、
新
羅
朝
貢
。
其

来
尚
矣
。
而
起
レ
自
二
聖
武
皇
帝
之
代
一
。
迄
二
于
聖
朝
一
。
不
レ
用
二
旧
例
一
。
常
懐
二
姧

心
一
。笣
茅
一
不
レ
貢
。寄
二
事
商
賈
一
。窺
二
国
消
息
一
。方
今
民
窮
食
乏
。若
有
二
不
虞
一
。

何
用
防
レ
爰
。
要
請
。
新
羅
國
人
。
一
切
禁
断
。
不
レ
入
二
境
内
一
。
報
曰
。
徳
澤
洎
レ

遠
、
外
蕃
帰
レ
化
。
専
禁
二
入
境
一
。
事
似
不
仁
。
宣
下
比
二
于
流
来
一
。
充
レ
糧
放
還
上
。

商
賣
賈
之
輩
。
飛
帆
来
着
。
所
レ
賷
之
物
。
任
二
聴
民
間
令
一
レ
得
二
廻
一々
。
了
速
放
却
。

【
史
料
十
七
】『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
八　

夷
俘
幷
外
蕃
人
事

太
政
官
符

応
放
還
入
境
新
羅
人
事

右
大
宰
大
弐
藤
原
朝
臣
衛
奏
状
稱
。
新
羅
朝
貢
其
来
尚
矣
。
而
起
レ
自
二
聖
武
皇
帝
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之
代
一
。
迄
二
不
レ
用
二
旧
例
一
。
常
懐
二
姧
心
一
。
笣
苴
不
レ
貢
。
寄
二
事
商
賈
一
。
窺
二

国
消
息
一
。
要
請
。
一
切
禁
断
。
不
レ
入
二
境
内
一
。
右
大
臣（
源
常
）宣
。
奉
レ
勅
。
夫

徳
澤
洎
レ
遠
。
外
蕃
帰
レ
化
。
専
禁
二
入
境
一
。
事
似
二
不
仁
一
。
宣
下
比
二
流
来
一
。
充
レ

糧
放
還
上
。
商
賈
之
輩
。
飛
レ
帆
来
着
。
所
レ
齎
之
物
。
任
聴
二
民
間
一
令
レ
得
二
廻
易
一
。

了
即
放
却
。
但
不
レ
得
下
安
二
‐
置
鴻
臚
一
以
給
上
レ
食
。

承
和
九
年
八
月
十
五
日

史
料
十
五
に
よ
る
と
、
八
四
二
（
承
和
九
）
年
正
月
十
日
の
条
に
新
羅
人
の
李
少

貞
は
部
下
と
と
も
に
博
多
に
到
着
し
た
。
筑
紫
国
へ
進
上
す
る
国
書
を
持
っ
て
い

た
が
、
大
宰
府
へ
進
上
す
る
言
葉
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
早
く
大
宰
府
宛
て

に
国
書
を
出
す
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
も
し
、
内
容
が
道
理
に
合
わ
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
李
に
書
状
を
つ
き
返
す
よ
う
に
命
じ
た
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
へ
の
入

国
に
関
し
て
は
、
大
宰
府
が
独
自
で
判
断
し
て
入
国
審
査
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
新
羅
国
内
で
の
反
乱
や
海
賊
活
動
に
よ
り
検
問
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
新
羅
国
内
で
起
こ
っ
た
反
乱
の
余
波
が
日
本
に
も
迫
り
、
両

国
で
外
交
問
題
に
発
展
し
た
。
し
か
し
、大
宰
府
は
国
書
を
も
っ
て
い
な
い
と
し
て
、

新
羅
使
節
の
入
国
を
停
止
し
た
。
華
夷
思
想
に
よ
っ
て
漂
流
民
を
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
朝
廷
の
意
向
を
無
視
し
た
形
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
大
宰
府
は
漂
流
民
の
受
け

入
れ
対
応
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、東
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、

予
想
外
の
外
交
問
題
に
干
渉
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

史
料
十
六
で
は
八
四
二
（
承
和
九
）
年
八
月
十
五
日
に
大
宰
大
弐
藤
原
衛
は
朝
廷

に
対
し
、
四
条
起
請
を
奏
上
し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
新
羅
が

聖
武
天
皇
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
日
本
へ
朝
貢
し
て
な
い
こ
と
、
商
い
に
見
せ
か

け
て
密
か
に
日
本
の
国
情
を
伺
っ
て
い
る
こ
と
、
大
宰
府
で
は
国
民
が
困
窮
し
て
お

り
、
防
備
が
手
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
新
羅
人
の
入
国
を
一
切
禁
止
す

る
よ
う
に
要
請
し
た
。
村
上
史
郎（
二
十
）氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
戦
争
の
火
種
が
日
本

に
移
る
の
を
恐
れ
、
新
羅
に
対
す
る
警
戒
心
が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

史
料
十
七
で
は
藤
原
衛
の
四
条
起
請
に
対
す
る
朝
廷
の
意
向
を
確
認
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
右
大
臣
源
常
は
帰
化
を
禁
止
す
る
が
、
食
う
や
食
わ
ず
で
日
本
へ
や
っ
て

き
た
「
漂
流
民
」
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
食
糧
を
与
え
て
本
国
に
返
す
よ
う
に

命
じ
た
。
た
だ
し
、
鴻
臚
館
へ
の
安
置
は
禁
止
し
た
。
九
世
紀
後
半
に
は「
漂
流
民
」

を
安
置
す
る
体
制
は
ほ
ぼ
終
焉
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
、
朝

廷
の
大
宰
府
に
対
す
る
影
響
力
が
弱
ま
り
、
大
宰
府
が
独
自
に
判
断
す
る
契
機
に

な
っ
た
と
言
え
る
。

新
羅
使
が
最
後
に
来
日
し
た
の
は
七
七
八（
宝
亀
九
）年
で
あ
り
、
最
後
の
遣
新
羅

使
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
八
三
六（
承
和
三
）年
、
三
八（
承
和
五
）年
に
最
後
の
遣
唐
使

が
派
遣
さ
れ
た
。
八
四
二
年
に
定
め
ら
れ
た
承
和
九
年
の
格
と
同
じ
く
、
村
上
史
郎

氏（
二
十
一
）は「
八
四
二（
承
和
九
）年
に
藤
原
衛
は
新
羅
が
日
本
に
対
し
て
朝
貢
し
て
い

な
い
、
交
易
に
見
せ
か
け
て
国
情
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
し
て
、
新
羅
人
の
入
国
禁

止
を
奏
上
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
廷
は
帰
化
や
鴻
臚
館
へ
の
安
置
は
不
可
と

す
る
も
の
の
、
流
来
者
は
食
料
を
与
え
、
本
国
に
送
還
す
る
よ
う
に
大
宰
府
に
指
示

を
し
て
い
る
。
八
四
二（
承
和
九
）年
の
格
に
は
新
羅
商
船
が
来
航
し
た
場
合
で
も
鴻

臚
館
へ
の
安
置
を
認
め
な
い
と
し
て
い
る
が
、
八
四
二（
承
和
九
）年
の
格
が
実
際
に

機
能
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
も
在
唐
新
羅
人
の
往
来
は
八
五
〇

－

八
六
〇

年
代
ま
で
続
い
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

新
羅
海
賊
が
襲
来
し
た
際
に
は
大
宰
府
は
遅
れ
て
朝
廷
へ
報
告
し
た
。
朝
廷
は
追

討
や
防
備
強
化
を
命
じ
、
大
宰
府
官
人
を
叱
責
し
た
。
大
宰
府
の
ず
さ
ん
な
防
衛
体

制
や
海
上
管
理
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
か
ら
少
な
く

と
も
一
条
目
の
大
宰
大
弐
藤
原
衛
の
発
言
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
宰
府
の
発

言
権
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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ま
た
、
史
料
十
六
で
は
朝
廷
は
民
間
商
人
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
新
羅
使

節
に
関
し
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
新
羅
側
が
朝
貢
し
て
こ
な
い
こ
と
を
恨

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
新
羅
に
対
す
る
疑
心
と
と
も
に
国
家
間
貿
易
そ
の
も
の

に
対
す
る
あ
き
ら
め
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
果
的
に
、
民
間
商
人
の
商
売

を
許
容
す
る
新
た
な
基
本
法
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
筆
者
は
大
宰
府
が
こ
の
格
を
基

準
と
し
て
中
世
的
な
自
由
貿
易
を
徐
々
に
進
め
た
と
考
え
る
。
藤
原
衛
は
大
宰
府
の

長
官
と
し
て
、
朝
廷
を
巻
き
込
ん
で
、
時
代
の
先
を
見
据
え
た
政
策
を
行
っ
た
可
能

性
が
高
い
。

渡
辺
誠
氏（
二
十
二
）は
張
宝
高
を
中
心
と
し
た
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
日
本
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
、
大
宰
府
は
新
羅
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
政
策
に
組
み
込
む
形
で

貿
易
を
管
理
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
承
和
九
年
の
格
は
張
宝
高
が
暗
殺
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
新
羅
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
破
壊
に
対
す
る
危
惧
で
あ
っ
た
と
も
述

べ
て
い
る
。

森
克
己
氏（
二
十
三
）は
新
羅
商
人
と
大
宰
府
を
中
心
と
す
る
西
海
道
の
商
人
や
大
宰

府
官
人
の
間
に
癒
着
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
新
羅
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
破
壊
は

大
宰
府
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

皆
川
雅
樹
氏（
二
十
四
）は
来
日
し
た
商
人
を
新
羅
系
海
商
と
中
国
系
海
商
に
区
別
し

た
。
新
羅
系
商
人
と
は
日
本
側
で「
新
羅
人
」な
ど
と
認
識
さ
れ
た
海
商
、
中
国
系
海

商
は「
唐
人
」な
ど
と
認
識
さ
れ
た
海
商
で
あ
る
。
八
四
二（
承
和
九
）年
以
降
は
新
羅

人
を
取
り
込
ん
だ
中
国
系
商
人
が
台
頭
し
た
。
新
羅
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
崩
壊
後
は
中

国
系
商
人
が
来
日
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

朝
廷
は
大
宰
府
を
譴
責
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
史
料
十
七
は
一
見
す
る
と
、
単

独
行
動
を
と
る
大
宰
府
を
朝
廷
が
直
接
の
支
配
下
に
置
い
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
目
的
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
、

参
議
で
あ
っ
た
藤
原
衛
を
派
遣
す
る
の
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
。
法
律
制
定
に
む
け

た
最
終
的
な
段
階
に
は
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
藤
原
衛
の
四
条
起
請
に
対
し
て
朝
廷
は
「
但
不
得
安
置
鴻
臚
以
給
食
。」
と

回
答
し
た（
史
料
十
七
）。
こ
こ
か
ら
、
今
ま
で
漂
流
民
を
鴻
臚
館
に
安
置
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
宝
亀
五
年
の
格
で
は
漂
流
民
の
存
在
を
公
的
に
み
と
め
、
安
置
供

給
体
制
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
終
的
に
、
承
和
九
年
の
格
で
は
そ
れ
を
禁

止
し
た
の
で
あ
る
。
法
制
上
、「
漂
流
民
」の
時
代
は
宝
亀
五
年
か
ら
承
和
九
年
の
間

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
宰
府
の
外
交
上
の
特
異
性

第
一
節　

漂
流
民

天
武
持
統
朝
は
帰
化
人
、
奈
良
時
代
は「
漂
流
民
」、
平
安
初
期
は
海
賊
が
顕
著
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
朝
鮮
半
島
の
情
勢
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
七

世
紀
は
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
が
互
い
に
争
い
あ
い
、
最
終
的
に
新
羅
が
朝
鮮
半
島

を
統
一
し
た
時
代
で
あ
る
。
三
国
時
代
に
は
漂
流
民
が
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
か
ら

の
使
節
団
が
絶
え
ず
大
宰
府
に
到
着
し
た
。
朝
廷
は
漂
流
民
に
関
し
て
、
大
宰
府
を

通
じ
て
正
式
な
使
節
団
に
付
し
て
本
国
へ
送
還
し
た
。
推
古
天
皇
の
時
代
か
ら
漂
流

民
は
す
で
に
い
た
が
、
使
節
団
の
回
数
は
少
な
く
、
朝
鮮
半
島
か
ら
逃
れ
た
人
々
は

そ
の
ま
ま
日
本
に
定
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
白
村
江
の
戦
い
以
降
は
漂
流
民
の
中

か
ら
日
本
へ
帰
化
す
る
者
も
増
加
し
た
。
山
内
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
漂
流
民
は
政

治
交
渉
の
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
帰
化
人
は
大
宰
府
を
通
じ

て
近
畿
地
方
や
東
北
地
方
に
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
帰
化
人
は
移
住
先
で
土

地
を
開
墾
し
た
り
、
防
人
に
な
っ
た
り
し
た
。
ま
た
、
朝
廷
の
指
示
で
水
城
や
大
野

城
な
ど
の
土
木
事
業
に
携
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
人
の

多
く
は
高
句
麗
や
百
済
の
帰
化
人
だ
っ
た
。
新
羅
の
帰
化
人
は
白
村
江
の
戦
い
以
降

に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
新
羅
が
唐
と
戦
争
を
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
新
羅
が
朝
鮮

八世紀後半から九世紀後半を中心とする新羅の漂流民と大宰府
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半
島
を
統
一
し
た
直
後
は
唐
と
の
関
係
が
悪
く
、
日
本
と
友
好
関
係
を
結
ぶ
た
め
、

新
羅
は
日
本
に
盛
ん
に
使
節
団
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
唐
と
の
関
係
が
改
善
す
る

と
、
日
本
へ
の
朝
貢
問
題
が
表
面
化
し
、
日
本
と
の
関
係
は
悪
く
な
っ
た
。
以
降
、

新
羅
か
ら
使
節
団
が
来
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
。
使
節
団
の
減
少
と
と
も
に
、
朝

鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
流
れ
つ
い
た
人
々
が
増
加
し
た
。
飢
饉
の
た
め
、
新
羅
国
外
へ

流
出
す
る
漂
流
民
が
増
加
し
た
か
ら
で
あ
る
。
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
後
半
に
な

る
と
、
唐
や
新
羅
で
内
乱
が
起
こ
り
、
漂
流
民
が
海
賊
化
し
た
。
彼
ら
は
沿
岸
住
民

と
争
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
や
が
て
、
海
賊
は
日
本
の
官
軍
を
打
ち
破
る
ま
で
に
成
長

し
た
。
ま
た
、
新
羅
国
内
で
は
張
宝
高
が
反
乱
を
起
こ
し
、
彼
ら
の
残
党
が
大
宰
府

に
来
日
し
、
こ
れ
を
追
っ
て
李
少
貞
が
来
日
す
る
な
ど
新
羅
国
内
の
反
乱
の
余
波
が

日
本
に
及
ぶ
事
態
と
な
り
、
外
交
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
。
漂
流
民
た
ち
は
当
時
の

国
際
情
勢
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

第
二
節　

漂
流
民
と
朝
廷

初
期
の
大
宰
府
は
帰
化
と
し
て
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。令
義
解
の
職
員
令（
二
十
五
）

に
大
宰
府
の
職
掌
が
「
蕃
客
」「
帰
化
」「
饗
応
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
漂
流
民
の
多
く
は
日
本
へ
帰
化
し
、
一
部
は
新
羅
か
ら
の
使
節

団
に
よ
っ
て
本
国
へ
送
還
さ
れ
た
。
し
か
し
、
宝
亀
五
年
の
格
以
降
、
大
宰
府
は「
漂

流
民
」へ
の
対
応
を
主
体
的
に
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

初
期
の
漂
流
民
は
帰
化
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
山
内
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
帰

化
人
は
朝
廷
の
政
治
交
渉
の
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
帰
化
人

は
朝
廷
に
よ
っ
て
、
近
畿
地
方
や
東
北
地
方
に
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
帰
化

人
の
多
く
が
高
句
麗
人
や
百
済
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
白
村
江
の
戦
い
以
降
、
天

智
天
皇
を
中
心
と
す
る
近
江
朝
廷
内
で
は
唐
人
や
新
羅
人
に
対
す
る
警
戒
心
が
強

ま
っ
た
。
九
州
北
部
に
い
た
多
く
の
高
句
麗
人
や
百
済
人
が
水
城
や
大
野
城
な
ど
の

土
木
事
業
に
携
わ
っ
た
。
一
方
で
多
く
の
帰
化
人
は
東
国
地
方
へ
強
制
的
に
移
住
さ

せ
ら
れ
た
。
朝
廷
に
と
っ
て
、関
東
地
方
以
北
は
未
開
の
地
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

当
時
、
国
内
耕
作
人
口
が
急
速
に
低
下
し
て
い
た
。
日
本
は
中
国
の
徴
税
体
制
を
参

考
に
大
宝
律
令
の
な
か
で
税
制
を
制
定
し
た
。
大
宝
律
令
通
り
に
施
行
す
る
た
め
に

は
多
く
の
労
働
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
制
定
直
後
か
ら
浮
浪
や
逃
亡
を
す

る
者
が
現
れ
た
。
防
衛
と
税
収
補
填
の
た
め
に
大
勢
の
労
働
力
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
帰
化
人
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
八
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
朝
廷
の
命

令
を
受
け
て
、
大
宰
府
は
漂
流
民
を「
帰
化
」「
流
来
」に
分
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新

羅
国
内
の
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
い
、
新
羅
の
「
漂
流
民
」
が
増
加
し
た
た
め
で
あ

る
。
宝
亀
五
年
の
格
に
関
す
る
山
内
説
を
補
足
す
る
と
、筆
者
は
こ
の
格
に
よ
っ
て
、

朝
廷
が
帰
化
を
統
制
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
朝
廷
が
新
羅
国
内
の

動
向
に
警
戒
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
徴
税
体
制
が
軌
道
に
乗
り
、

帰
化
人
に
よ
る
労
働
力
が
必
要
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

八
世
紀
に
お
い
て
は
新
羅
の
漂
流
民
に
関
す
る
記
事
は
減
少
す
る
。
奈
良
時
代
は

比
較
的
に
平
和
な
時
代
で
あ
っ
た
た
め
だ
。
新
羅
使
節
が
国
書
を
持
参
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
大
宰
府
は
入
国
さ
せ
ず
に
追
い
返
し
た
。
新
羅
側
が
通
商
を
意
図
し

て
の
来
日
し
て
お
り
、
国
家
間
の
交
流
を
目
的
に
往
来
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

九
世
紀
に
入
る
と
新
羅
と
日
本
の
関
係
が
悪
化
す
る
一
方
で
、
両
国
で
通
商
が
始

ま
っ
て
い
た
。
や
が
て
時
代
が
下
る
と
漂
流
民
の
中
に
は
日
本
近
海
に
海
賊
と
し
て

現
れ
る
者
が
出
現
し
た
。
唐
や
新
羅
で
は
内
乱
が
起
こ
り
、
そ
れ
ら
の
警
察
権
が
弱

ま
っ
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
海
賊
の
出
現
は
違
法
な
交
易
活
動
が
増
大
し
て
い
た
結

果
と
も
い
え
る
。
承
和
九
年
の
格（
史
料
十
六
）で「
商
之
輩
、飛
帆
来
着
、所
齎
之
物
、

任
聴
民
間
令
得
廻
易
、
了
即
放
却
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
朝
廷
が
そ
れ
ま
で
禁
じ
て
い

た
民
間
交
易
を
認
め
た
と
い
え
る
。
海
賊
の
な
か
に
商
人
的
性
格
を
帯
び
た
も
の
が
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い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
廷
は
藤
原
衛
が
提
出
し
た
四
条
起
請
を
受
け
て
、「
漂
流

民
」が
入
国
す
る
こ
と
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
。
国
防
上
の
理
由
か
ら
で
も
あ
る
が
、

民
間
の
交
易
は
認
め
る
方
針
で
あ
っ
た
。
以
降
、
在
唐
新
羅
人
を
含
め
た
中
国
海
商

の
対
等
が
顕
著
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

第
三
節　

大
宰
府
と
朝
廷

大
宰
府
は
漂
流
民
や
各
国
使
節
と
の
交
流
を
通
じ
て
蕃
客
・
帰
化
・
饗
応
の
三
機

能
を
備
え
て
い
っ
た
。
こ
の
三
機
能
は
大
宝
律
令
の
職
員
令
で
正
式
に
定
め
ら
れ
た

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
大
宰
府
で
漸
次
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
変

化
と
呼
応
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
大
宰
府
の
対
外
機
能
対
外

関
係
上
、
必
要
な
も
の
と
し
て
整
備
さ
れ
た
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
実
情
に
則
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
朝
廷
に
よ
っ
て
一
方
的
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
大
宰
府
を
朝
廷
の
下
請
け
機
関
と
捉
え
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
必
ず
し
も
そ
う

と
は
言
え
な
か
っ
た
。
特
に
漂
流
民
の
対
応
に
関
し
て
、
朝
廷
は
漂
流
民
の
対
応
を

大
宰
府
に
一
任
し
て
い
た
。
こ
れ
は
大
宰
府
が
主
体
的
に
活
動
し
た
証
拠
で
あ
る
。

漂
流
民
の
対
応
に
関
し
て
、
朝
廷
は
何
度
か
大
宰
府
の
役
人
を
譴
責
す
る
が
、
森
氏

が
述
べ
る
よ
う
に
、
関
連
す
る
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
最
終
的

に
は
藤
原
衛
を
大
宰
府
に
派
遣
し
、
報
告
を
う
け
て
承
和
九
年
の
格
を
制
定
す
る
。

現
地
視
察
に
も
と
づ
い
て
法
を
整
備
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
藤
原
衛
は
帰
化
を
全

面
的
に
禁
止
し
、
送
還
の
み
に
し
た
。
朝
廷
が
大
宰
府
の
実
情
に
も
と
づ
い
て
格
を

制
定
し
た
意
義
は
大
き
い
。
藤
原
衛
以
前
に
で
き
な
か
っ
た
の
は
朝
廷
内
に
法
律
に

詳
し
い
人
物
が
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
大
宰
府
と
朝
廷
は
対
立
関
係
で

は
な
く
相
互
補
完
の
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
前

半
に
か
け
て
平
和
な
時
代
が
続
き
、
平
城
京
内
で
退
廃
的
な
感
覚
が
浸
透
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
海
賊
の
台
頭
や
新
羅
の
反
乱
の
余
波
は
退
廃
的
な
感
覚
を
破
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に（
ま
と
め
）

本
稿
で
は
東
ア
ジ
ア
の
動
向
に
触
れ
な
が
ら
漂
流
民
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
。

そ
の
後
、
宝
亀
五
年
の
格
、
承
和
九
年
の
格
を
通
じ
た
漂
流
民
の
受
け
入
れ
体
制
の

変
化
、
朝
廷
と
大
宰
府
に
伴
う
構
図
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
。
漂
流
民
の
変
化
は

東
ア
ジ
ア
情
勢
と
深
く
関
連
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
考
察
す
る
こ
と
は
現
代
を
考
え

る
上
で
重
要
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
た
く
さ
ん
の
人
々
が
日
本

を
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
殊
に
外
国
人
労
働
者
が
日
本
で
働
く
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
は
日
本
国
内
の
事
情
と
海
外
の
事
情
を
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
し
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

大
宰
府
の
外
交
機
能
で
あ
る
、
蕃
客
、
帰
化
、
饗
応
の
う
ち
、
蕃
客
と
饗
応
は
極

め
て
限
定
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
使
節
団
の
対
応
は
朝
廷
が
主
導
し
て
お
こ
な
っ
て

い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、帰
化
に
関
し
て
は
大
宰
府
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。

殊
に
漂
流
民
に
関
し
て
、
大
宰
府
の
対
応
は
時
代
と
と
も
に
性
格
が
変
化
し
た
。
彼

ら
は
日
本
の
朝
廷
の
保
護
の
対
象
で
は
な
く
、
当
時
の
海
外
情
勢
を
知
る
重
要
な
手

が
か
り
と
も
な
っ
た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
そ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
っ
た
。
朝

廷
は
宝
亀
五
年
に「
流
来
」と「
帰
化
」に
分
け
た
が
、
漂
流
民
の
対
応
は
帰
化
が
全
面

的
に
禁
止
と
な
る
承
和
九
年
の
格
が
出
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
は
海
賊
も

多
く
出
る
が
、
そ
の
多
く
が「
漂
流
民
」で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
半
島
の
情
報
を
日
本
へ

も
た
ら
す
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

八
三
〇
年
代
以
降
、
大
宰
府
は
朝
廷
か
ら
譴
責
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
譴

責
の
内
容
は
新
羅
の
海
賊
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
彼
ら
が
本
当
に
海
賊
な
の
か
は

検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
大
宰
府
が
朝
鮮
半
島
の
関
連
で
譴
責
さ
れ
た
点
は
注
目
で

八世紀後半から九世紀後半を中心とする新羅の漂流民と大宰府
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き
る
。
今
後
は
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
譴
責
の
理
由
を
関
連
付
け
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
大
宰
府
を
扱
う
た
め
漂
流
民
の
対
象
を
新
羅
人
に
限
定
し
た
。
し
か

し
、
同
時
代
に
は
渤
海
や
唐
、
日
本
の
遣
唐
使
船
な
ど
漂
着
し
た
者
は
多
い
。
今
後

は
そ
れ
ら
も
関
連
付
け
な
が
ら
、
九
世
紀
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
深
く

考
察
し
て
い
き
た
い
。

今
回
は
漂
流
民
を
通
じ
た
日
本
か
ら
見
た
新
羅
社
会
に
つ
い
て
考
察
で
き
た
。
今

後
は
朝
鮮
半
島
の
史
料
や
新
羅
社
会
に
関
す
る
先
行
研
究
を
用
い
て
さ
ら
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

注一
、
山
内
晋
次『
奈
良
平
安
朝
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』 

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三

二
、『
日
本
書
紀
』巻
二
十
二  

推
古
天
皇
十
七（
六
〇
九
）年  

夏
四
月
丁
酉
朔
庚
子

（
四
日
）条

三
、
村
上
史
郎
「
九
世
紀
に
お
け
る
対
外
意
識
と
対
外
交
通
新
羅
人
来
航
者
へ
の
対

応
を
巡
っ
て
」『
史
学
』 

六
九
：
一
：
二
五

－
五
〇
、一
九
九
九

四
、
渡
辺
誠『
平
安
時
代  

貿
易
管
理
制
度
史
の
研
究
』思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二

五
、
新
編
森
克
己
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
新
訂 

日
宋
貿
易
の
研
究  
新
編
森
克
己

著
作
集
一
』 

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八

	

森
氏
が
天
長
八
年
、
承
和
八
年
、
承
和
九
年
の
訓
令
を
比
較
し
た
結
果
は
左
の
通

り
で
あ
る
。
す
で
に
慣
例
化
し
た
部
分
は
省
略
し
、
段
階
的
に
民
間
交
易
に
移
行

し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

①
天
長
八
年
の
訓
令
→
政
府
の
買
い
上
げ
、
民
間
貿
易
の
許
可
、
そ
の
場
合
価
格

相
場
の
監
督

②
承
和
八
年
の
訓
令
→
、
民
間
貿
易
の
許
可
、
そ
の
場
合
価
格
相
場
の
監
督
の
み

示
す

③
承
和
九
年
の
訓
令
→
民
間
貿
易
の
許
可
の
み

六
、（
一
）と
同
じ
。

七
、
金
貞
姫「
八
世
紀
半
ば
渤
海
と
日
本
の
安
史
の
乱
の
認
識
」 

東
亜
歴
史
財
団『
渤

海
と
日
本
』 

赤
石
書
店
、
二
○
一
五

八
、（
三
）と
同
じ
。

九
、
血
鹿
島（
ち
か
の
し
ま
）：
現
在
の
長
崎
県
五
島
列
島
付
近
。

十
、
井
上
直
樹
「
百
済
移
民
と
高
句
麗
移
民
と
倭
・
日
本
」
東
北
亜
歴
史
財
団

『
古
代
環
東
海
交
流
史
一  

高
句
麗
と
倭
』
明
石
書
店
、
一
一
三

－

一
三
三
頁
、

二
〇
一
五

十
一
、
近
藤
浩
一
「
金
憲
昌
の
乱
と
九
世
紀
前
半
の
新
羅
社
会
―
張
保
皐
登
場

前
史
」『
京
都
産
業
大
学
論
文
集  

人
文
科
学
系
列
』
三
：
二
二
五

－

二
三
七
頁
、

二
〇
一
〇

十
二
、
鄭
淳
一『
九
世
紀
の
来
航
新
羅
人
と
日
本
列
島
』勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五

十
三
、
石
母
田
正「
日
本
古
代
に
お
け
る
国
際
認
識
に
つ
い
て
」『
石
母
田
正
著
作
集
』

第
四
巻
、
岩
波
書
店
二
一
一

－

二
一
二
頁
、
一
九
八
九

十
四
、
此
知
島
の
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
。

十
五
、（
十
）と
同
じ

十
六
、（
一
）と
同
じ

十
七
、（
五
）と
同
じ

十
八
、
榎
本
渉
『
東
ア
ジ
ア
海
域
と
日
中
交
流
（
九

－

十
四
世
紀
）』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七

十
九
、（
五
）と
同
じ

二
十
、（
三
）と
同
じ

二
十
一
、（
三
）と
同
じ

二
十
二
、
渡
辺
誠
『
平
安
時
代　

貿
易
管
理
制
度
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
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二
〇
一
二
、三
七

－

三
八
頁
、

二
十
三
、（
五
）と
同
じ

二
十
四
、
皆
川
雅
樹
、『
日
本
の
古
代
王
権
と
唐
物
交
易
』 

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四

二
十
五
、
令
義
解
巻
一
職
員
令
大
宰
府
条
の
帥（
大
宰
府
の
長
官
）の
規
定
の
一
つ
に

「
蕃
客
、
帰
化
、
饗
宴
讌
の
事
を
掌
る
」と
あ
る
。

主
要
参
考
文
献

網
野
善
彦 「
日
本
社
会
の
歴
史（
上
）」 
岩
波
新
書
、
一
九
九
七

石
井
正
敏
ａ
「
八
・
九
世
紀
の
日
羅
関
係
」『
石
井
正
敏
著
作
集
一  

古
代
の
日
本
列
島

と
東
ア
ジ
ア
』 

勉
誠
出
版
、
一
三
〇
頁

－

一
七
二
頁
、
二
〇
一
七
、

石
井
正
敏
ｂ
「
九
世
紀
の
日
本
・
唐
・
新
羅
三
国
貿
易
に
つ
い
て
」『
石
井
正
敏
著
作

集
一  

古
代
の
日
本
列
島
と
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
、
一
七
三
頁

－

一
九
〇
頁
、

二
〇
一
七

市
大
樹
「
出
土
文
字
史
料
か
ら
み
た
駅
制
と
七
道
制
」『
日
本
古
代
都
市
間
交
通
の
研

究
』 

塙
書
房
一
一
三

－

一
六
六
頁
、
二
〇
一
七

今
正
秀
『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
〇
一
五　

藤
原
良
房　

天
皇
制
を
安
定
に
導
い
た
摂

関
政
治
』 

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二

石
母
田
正 「
日
本
古
代
に
お
け
る
国
際
認
識
に
つ
い
て
」『
石
母
田
正
著
作
集
』
第
四

巻
、
岩
波
書
店
二
一
一
～
二
一
二
頁
、
一
九
八
九

井
上
直
樹 

「
百
済
移
民
と
高
句
麗
移
民
と
倭
・
日
本
」 

東
北
亜
歴
史
財
団
『
古
代
環

東
海
交
流
史
一  

高
句
麗
と
倭
』 

明
石
書
店
、
一
一
三

－

一
三
三
頁
、
二
〇
一
五

榎
本
渉
、
東
ア
ジ
ア
海
域
と
日
中
交
流
（
九

－

十
四
世
紀
）、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七

金
貞
姫 

「
八
世
紀
半
ば
渤
海
と
日
本
の
安
史
の
乱
の
認
識
」
東
亜
歴
史
財
団
『
渤
海

と
日
本
』 

赤
石
書
店
、
二
○
一
五

近
藤
浩
一「
金
憲
昌
の
乱
と
九
世
紀
前
半
の
新
羅
社
会
―
張
保
皐
登
場
前
史
」『
京
都

産
業
大
学
論
文
集　

人
文
科
学
系
列
』 

三
：
二
二
五

－

二
三
七
頁
、
二
〇
一
〇

坂
上
康
俊 『
平
城
京
の
時
代
』 

岩
波
書
店
、
二
〇
一
三

重
松
敏
彦
「
古
代
大
宰
府
に
お
け
る
対
外
機
能
の
画
期
と
そ
の
財
政
的
位
置
づ
け
」

『
大
宰
府
の
研
究
』 

高
志
書
院
二
一
七

－

二
三
七
、二
〇
一
八

新
編
森
克
己
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
新
訂  

日
宋
貿
易
の
研
究　

新
編
森
克
己
著

作
集
一
』 

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八

関
晃 『
古
代
の
帰
化
人
』 

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六

鄭
淳
一
『
九
世
紀
の
来
航
新
羅
人
と
日
本
列
島
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
、
初
出
、

二
〇
一
〇

丸
山
雍
成
・
長
洋
一
編 『
街
道
の
歴
史
四
八  

博
多
・
福
岡
と
西
海
道
』 

吉
川
弘
文
館
、

五
九
頁
、
二
〇
〇
四

皆
川
雅
樹
、『
日
本
の
古
代
王
権
と
唐
物
交
易
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
、一
三

－

一
四
頁
、
初
出
、
二
〇
〇
五

ブ
ル
ー
ス
・
バ
ー
ト
ン 

『
国
境
の
誕
生  

大
宰
府
か
ら
見
た
日
本
の
原
形
』 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
、
二
〇
〇
一

村
上
史
郎
「
九
世
紀
に
お
け
る
対
外
意
識
と
対
外
交
通
新
羅
人
来
航
者
へ
の
対
応
を

巡
っ
て
」『
史
学
』 

六
九
：
一
：
二
五

－

五
〇
、一
九
九
九

森
公
章
「
平
安
貴
族
の
国
際
認
識
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
日
本
中
心
主
義
的
立
場
の

『
定
立
』
―
」『
古
代
日
本
の
対
外
通
交
』 

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八

山
内
晋
次『
奈
良
平
安
朝
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』 

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
、
初
出
、

一
九
九
〇

渡
辺
誠
『
平
安
時
代  

貿
易
管
理
制
度
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
、三
七

－

三
八
頁
、
初
出
、
二
〇
〇
三

八世紀後半から九世紀後半を中心とする新羅の漂流民と大宰府
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